
生まれつき母指がふたつあります。通常は、外側の母指が小さいことが多いです。
母指は曲げる伸ばすだけではなく大きく広げて大きなものをつかむ働きがあり、その筋肉が付いている箇所により
母指が広げられないことがあります。

手の先天異常の中でもっとも多く発生します。原因はさまざまですが、胎生期に指が分離する時の障害によって母指
の重複が起こるとされています。時に他の先天異常との合併もみられます。



指が完全に分かれたものや、部分的にわかれたもの、親指の外側に動かない浮遊した母指がついているものなど、
いろいろな形態があります。
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